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	１． 開会
	２． 市長挨拶
	この復興推進本部会議は、令和２年７月豪雨災害からの復旧・復興を効果的に推進することを　目的として設置し、ここ数年は「八代市坂本町復興計画」の進捗状況を主な議題として、年２回　　開催してきました。
	令和８年熊本地震の発生を受け、今回の会議より熊本地震からの復旧・復興も新たな審議事項として加えています。
	本日の議題は、従来の坂本町復興計画の進捗状況についての確認に加え、令和８年熊本地震からの復旧・復興に向けた取組についてです。依然として日奈久断層の「割れ残り」がありますので、今後想定される災害への対応も非常に重要な課題となります。
	また、被害の大きかった本町アーケードや日奈久温泉、鏡町などについて、今後どのようにまちのにぎわいを再生していくのかについても、長期的な視点で考えていく必要があります。そのため、これらの課題について整理を進めていきたいと考えています。
	復旧・復興には長い時間を要しますが、一日も早い実現に向け、被災された皆様に市のビジョンを早期にお示しするということが重要であります。
	本プランについては、年内の策定を目指すこととしています。本日は、その素案を確認するとともに、各部長からご意見をいただきながら、市として目指す姿を改めて共有していきたいと考えています。
	策定までの間にも、各部署には、市民や事業者の皆様のご意見やご要望が寄せられていることと思います。そのような声に丁寧に耳を傾けながら、被災された皆様の立場に立ち、そして八代の　　発展につながるようなプランを作っていただきたいと思います。どうぞよろしくお願いします。
	３． 議事

